
(57)【要約】

【課題】

【解決手段】　注射可能な製剤を投与する投与装置は、

第一の圧力要素１１により注射針４を組織１９内に挿入

する挿入手段２と、第二の圧力要素１４により製剤を製

剤容器３から送り出す送り出し手段５と、挿入手段及び

送り出し手段を起動させるトリガー８とを備えている。

挿入手段及び送り出し手段が起動することにより、挿入

手段２は、第一の圧力要素１１により最初の位置から挿

入位置まで挿入方向に向けて動き、送り出し手段５は、

挿入箇所に到達する迄、挿入手段２に対して休止したま

まである。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 注 射 可 能 な 製 剤 を 投 与 す る 投 与 装 置 に お い て 、 第 一 の 圧 力 要 素 （ １ １ ） に よ り 注 射 針 （
４ ） を 組 織 （ １ ９ ） 内 に 挿 入 す る 挿 入 手 段 （ ２ ） と 、 第 二 の 圧 力 要 素 （ １ ４ ） に よ り 前 記
製 剤 を 製 剤 容 器 （ ３ ） か ら 送 り 出 す 送 り 出 し 手 段 （ ５ ） と 、 挿 入 手 段 及 び 送 り 出 し 手 段 を
起 動 さ せ る 、 ト リ ガ ー （ ８ ） と を 備 え 、
　 挿 入 手 段 及 び 送 り 出 し 手 段 を 起 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 挿 入 手 段 （ ２ ） は 前 記 第 一 の
圧 力 要 素 （ １ １ ） に よ り 最 初 の 位 置 か ら 挿 入 位 置 ま で 挿 入 方 向 に 向 け て 動 く こ と が で き 、
前 記 送 り 出 し 手 段 （ ５ ） は 、 前 記 挿 入 位 置 に 到 達 す る 迄 、 挿 入 手 段 （ ２ ） に 対 し て 休 止 し
て い る 、 投 与 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 送 り 出 し 手 段 （ ５ ） は 、 挿 入 位 置 に 到 達 し た な ら ば 、
前 記 第 二 の 圧 力 要 素 （ １ ４ ） に よ り 挿 入 手 段 （ ２ ） に 対 し 挿 入 方 向 に 向 け て 動 か す こ と が
で き る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ の 何 れ か の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 第 二 の 圧 力 要 素 （ １ ４ ） は 、
挿 入 手 段 （ ２ ） が 駆 動 さ れ て い る 間 、 休 止 し て い る 、 投 与 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 第 一 の 圧 力 要 素 （ １ ）
及 び 第 二 の 圧 力 要 素 （ １ ４ ） は 、 装 置 の 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 、 投 与 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し ４ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 第 一 の 圧 力 要 素 （ １ １
） 及 び 第 二 の 圧 力 要 素 （ １ ４ ） は 、 ら 旋 ば ね で あ る 、 投 与 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 挿 入 手 段 （ ２ ） は 、 そ
の 内 部 に 少 な く と も 送 り 出 し 手 段 （ ５ ） が 受 容 さ れ る 少 な く と も 駆 動 ス リ ー ブ （ ２ ´ 、 ２
´ ´ 、 ２ ´ ´ ´ ） を 備 え る 、 投 与 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し ６ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 送 り 出 し 手 段 （ ５ ） は
、 駆 動 ス リ ー ブ （ ２ ） に 対 し て 長 手 方 向 に 向 け て 動 か す こ と が で き る 駆 動 部 材 （ ５ ） を 備
え る 、 投 与 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ な い し ７ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 送 り 出 し 手 段 （ ５ ） は
、 掛 け 止 め 装 置 （ １ ７ ） に よ り 挿 入 手 段 （ ２ ） に 固 定 す る こ と が で き る 、 投 与 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ な い し ８ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 挿 入 ス ト ッ パ に お け る
掛 け 止 め 装 置 （ １ ７ ） は 、 解 放 装 置 （ ２ ２ ） と 協 働 し て 送 り 出 し 手 段 （ ５ ） を 挿 入 手 段 （
２ ） か ら 解 放 す る 、 投 与 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ な い し ９ の 何 れ か １ つ の 項 に 記 載 の 投 与 装 置 に お い て 、 前 記 ト リ ガ ー （ ８ ） は
送 り 出 し 手 段 （ ５ ） に 作 用 す る 、 投 与 手 段 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 注 射 可 能 な 製 剤 を 投 与 す る 投 与 装 置 、 特 に 、 注 射 針 を 挿 入 す る た め の 挿 入 手
段 と 、 注 射 可 能 な 製 剤 を 送 り 出 す 送 り 出 し 手 段 と を 備 え る 、 自 動 式 注 射 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 イ ン シ ュ リ ン 、 成 長 ホ ル モ ン 又 は 同 様 の も の の よ う な 、 注 射 可 能 な 製 剤 を 片 手
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の 操 作 又 は ボ タ ン を 押 す こ と に よ り 自 動 的 に 投 与 す る 投 与 装 置 は 、 多 く の 色 々 な 形 態 に て
既 知 で あ る 。 こ れ ら は 、 全 体 と し て 、 注 射 針 を 身 体 組 織 内 に 挿 入 す る た め の 挿 入 手 段 と 、
注 射 針 が 挿 入 さ れ た な ら ば 、 投 与 装 置 の 製 剤 容 器 か ら 注 射 可 能 な 製 剤 を 送 り 出 す 送 り 出 し
手 段 と を 備 え て い る 。 挿 入 手 段 及 び 送 り 出 し 手 段 は 、 例 え ば 、 手 の よ う な ト リ ガ ー に よ り
作 動 さ せ 、 最 初 に 、 注 射 針 の 挿 入 動 作 、 次 に 、 製 剤 を 送 り 出 す 送 り 出 し 動 作 が 行 わ れ る よ
う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 目 的 の た め 、 挿 入 手 段 及 び 送 り 出 し 手 段 の 双 方 に は 、 挿 入 手 段 ／ 送 り 出 し 手 段 と 当
接 部 と の 間 に て 例 え ば 、 投 与 装 置 の ケ ー シ ン グ に よ り 締 止 め さ れ た 、 例 え ば 、 ら 旋 ば ね の
よ う な 駆 動 機 構 が 設 け ら れ る 。 挿 入 手 段 及 び 送 り 出 し 手 段 は 、 駆 動 機 構 を 緊 張 さ せ た と き
、 固 定 し 、 ま た 、 ト リ ガ ー に よ り 解 放 す る こ と が で き る 。 挿 入 手 段 及 び （ 又 は ） 送 り 出 し
手 段 を 起 動 さ せ る こ と に よ り 、 こ れ ら の 手 段 は 、 挿 入 方 向 に 、 す な わ ち 全 体 と し て 、 身 体
組 織 に 向 け て 装 置 の 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ た 方 向 に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 注 射 ピ ス ト ル は 、 例 え ば 、 ド イ ツ 国 特 許 明 細 書 Ｄ Ｅ ３ ５ 　 ２ ７ 　 ２ ９ ０ Ａ １ 号 か ら 既 知
で あ り 、 こ の 場 合 、 注 射 針 は 、 ケ ー シ ン グ 内 に て シ リ ン ダ に 締 結 さ れ て お り 、 該 シ リ ン ダ
は 、 ケ ー シ ン グ に 対 し て 動 く こ と が で き 、 ま た 、 ら 旋 ば ね に よ り 駆 動 し 且 つ 、 偏 倚 位 置 に
動 か す こ と が で き る 。 ピ ス ト ン が シ リ ン ダ 内 に 配 置 さ れ て お り 且 つ 、 第 二 の ら 旋 ば ね に よ
り 駆 動 さ れ て ケ ー シ ン グ に 対 し て 動 き 、 ま た 、 同 様 に 偏 倚 位 置 ま で 動 く こ と が で き る 。 ピ
ス ト ン 及 び シ リ ン ダ は 、 注 射 ピ ス ト ル が 起 動 さ れ た と き 、 シ リ ン ダ が 最 初 に 起 動 さ れ て 、
注 射 針 が 挿 入 さ れ る よ う に し 、 ま た 、 次 に 、 ピ ス ト ン が 起 動 さ れ て 、 製 剤 の 投 薬 分 が 組 織
内 に 送 り 出 さ れ る よ う な 要 領 に て 相 互 作 用 す る 。 第 一 及 び 第 二 の ら 旋 ば ね は 、 注 射 ピ ス ト
ル の 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 同 軸 状 に 配 置 さ れ て い る 。 起 動 さ れ た と き 、 シ リ ン ダ を 針 と 共
に 駆 動 す る ば ね が 最 初 に 起 動 さ れ 、 ピ ス ト ン に 作 用 す る 第 二 の ば ね 、 及 び ピ ス ト ン は 、 最
初 に ケ ー シ ン グ に 対 し 休 止 し た 状 態 に 止 ま る 。 シ リ ン ダ が 所 定 の 距 離 を 上 廻 っ た な ら ば 、
第 二 の ば ね が シ リ ン ダ に よ り 起 動 さ れ 、 こ の た め 、 送 り 出 し が 実 行 さ れ る 。 注 射 ピ ス ト ル
に お い て 、 双 方 の ば ね は 、 互 い に 対 し 且 つ 、 ケ ー シ ン グ に 対 し て 固 定 し た 位 置 に 配 置 さ れ
て い る 。 一 方 に て 、 挿 入 の た め シ リ ン ダ に 対 し 、 ま た 、 他 方 に て 、 送 り 出 し の た め ピ ス ト
ン に 対 し て 別 個 に 駆 動 す る に も 拘 ら ず 、 挿 入 す る 間 、 挿 入 す る た め の シ リ ン ダ の 動 き と 送
り 出 し の た め ピ ス ト ン の 動 き と の 間 に て 相 対 的 な 動 き が 生 じ 、 こ の た め 、 挿 入 及 び 送 り 出
し を 互 い に 完 全 に 独 立 的 に 実 行 す る こ と は で き な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の １ つ の 目 的 は 、 注 射 可 能 な 製 剤 の 送 り 出 し が 注 射 針 を 組 織 内 に 挿 入 す る 過 程 に
よ り 影 響 を 受 け 又 は 妨 害 さ れ ず 、 ま た 、 自 動 的 に 投 与 す る と き 、 挿 入 過 程 及 び 送 り 出 し 過
程 が 確 実 に 分 離 さ れ る こ と を 保 証 す る 、 注 射 可 能 な 製 剤 を 投 与 す る 投 与 装 置 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 投 与 装 置 に よ り 本 発 明 に 従 っ て 実 現 さ れ る 。 有 益 で
且 つ 発 展 的 な 実 施 の 形 態 は 、 従 属 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 。
　 注 射 可 能 な 製 剤 を 投 与 す る 投 与 装 置 に お い て 、 注 射 針 を 組 織 内 に 挿 入 す る 挿 入 手 段 は 、
第 一 の 圧 力 要 素 に よ り 駆 動 す る こ と が で き 、 注 射 可 能 な 製 剤 を 製 剤 容 器 か ら 送 り 出 す 送 り
出 し 手 段 は 、 第 二 の 圧 力 要 素 に よ り 駆 動 す る こ と が で き る 。 圧 力 要 素 は 、 ば ね に よ り 提 供
さ れ る こ と が 好 ま し い が 、 例 え ば 、 気 体 ば ね の よ う な 他 の 圧 力 発 生 要 素 に よ り 形 成 し て も
よ い 。 ば ね は 、 圧 縮 さ れ る こ と に よ り 圧 力 を 発 生 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 し か し 、 ば ね を
膨 張 さ せ る こ と に よ り 、 圧 力 を 発 生 さ せ る こ と も 考 え ら れ る 。 装 置 の 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ
た 、 す な わ ち ば ね の 取 り 付 け 箇 所 及 び ば ね の ト リ ガ ー に 対 す る 投 与 装 置 の 構 造 的 設 計 は 、
こ の 圧 力 発 生 方 法 に 適 応 し な け れ ば な ら な い 。 挿 入 手 段 及 び 送 り 出 し 手 段 を 起 動 さ せ る た
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め 、 ト リ ガ ー が 投 与 装 置 上 に 配 置 さ れ る 。 好 ま し く は 、 作 動 さ れ た と き 、 挿 入 手 段 及 び 送
り 出 し 手 段 の 双 方 を 起 動 す る 単 一 の ト リ ガ ー が 提 供 さ れ る も の と す る 。 こ の こ と は 、 製 剤
を 片 手 だ け の 操 作 に よ り 自 動 的 に 投 与 す る こ と を 可 能 に す る 。 し か し 、 原 理 上 、 手 段 の 各
々 に 対 し そ れ 自 体 の ト リ ガ ー を 設 け る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 挿 入 手 段 及 び 送 り 出 し 手 段 が 起 動 さ れ た と き 、 挿 入 手 段 は 、 第 一 の 圧 力 要 素 に よ り 最 初
の 位 置 か ら 挿 入 位 置 ま で 挿 入 方 向 に 向 け て 動 か す 。 こ の よ う に 、 挿 入 手 段 は 、 挿 入 針 が 組
織 の 表 面 内 に 貫 入 し 、 こ の た め 、 挿 入 手 段 が 挿 入 位 置 と な る 迄 、 装 置 の 長 手 方 向 軸 線 に 沿
っ て 組 織 の 表 面 に 向 け て 投 与 装 置 の ケ ー シ ン グ に 対 し て 動 く 。 挿 入 手 段 の 挿 入 位 置 は 、 例
え ば 、 ケ ー シ ン グ 部 分 の よ う な 、 例 え ば 、 挿 入 手 段 の 挿 入 ス ト ッ パ に よ り 決 定 す る こ と が
で き る 。 挿 入 手 段 が 動 く 間 、 送 り 出 し 手 段 は 、 挿 入 手 段 の 挿 入 箇 所 に 到 達 す る 迄 、 挿 入 手
段 に 対 し て 休 止 し た ま ま で あ る 。 こ の た め 、 送 り 出 し 手 段 は 、 挿 入 手 段 と 同 時 に 、 投 与 装
置 の ケ ー シ ン グ に 対 し て 動 く 。 挿 入 手 段 が 駆 動 さ れ て い る 間 、 す な わ ち 、 第 一 の 圧 力 要 素
が 挿 入 手 段 に 作 用 し て い る 間 、 送 り 出 し 手 段 を 駆 動 す る 第 二 の 圧 力 要 素 は 、 休 止 し た ま ま
で あ る 、 す な わ ち そ の 偏 倚 位 置 に あ る 。 挿 入 手 段 の 挿 入 位 置 に 到 達 し た な ら ば 、 送 り 出 し
手 段 を 第 二 の 圧 力 要 素 に よ り 挿 入 手 段 に 対 し 送 り 出 し 位 置 ま で 挿 入 方 向 に 向 け て 動 か す 。
こ の た め 、 送 り 出 し 手 段 は 、 投 与 装 置 の 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 組 織 に 向 け て 動 き 、 注 射 可
能 な 製 剤 を 送 り 出 し 、 こ の た め 、 投 与 装 置 の 挿 入 手 段 及 び ケ ー シ ン グ に 対 し て 変 位 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に て 記 載 し た よ う な 投 与 装 置 に お い て 、 送 り 出 し 手 段 は 、 全 体 と し て 挿 入 手 段 が
動 く 間 も 同 様 に 動 き 、 こ の た め 、 挿 入 針 を 挿 入 す る こ と に よ り 駆 動 手 段 内 に て 何 も 変 化 し
な い 。 送 り 出 し 手 段 は 、 全 体 と し て 、 挿 入 過 程 の 間 、 休 止 し た ま ま で あ る 。 挿 入 過 程 が 完
了 し た と き に の み 、 送 り 出 し 手 段 は 起 動 さ れ 、 注 射 可 能 な 製 剤 が 送 り 出 さ れ る 。 挿 入 過 程
及 び 送 り 出 し 過 程 は 、 完 全 に 別 個 の も の で あ る 。 こ の た め 、 ２ つ の 過 程 が 互 い に 悪 影 響 を
与 え る こ と は な い 。 例 え ば 、 製 剤 の 投 薬 分 量 の 設 定 は 、 挿 入 過 程 に よ り 全 く 影 響 を 受 け な
い ま ま で あ る 。 こ の た め 、 本 発 明 に て 記 載 し た 投 与 装 置 を 使 用 す れ ば 、 注 射 可 能 な 製 剤 を
確 実 に 且 つ 、 簡 単 に 投 与 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に て 記 載 し た よ う な 投 与 装 置 の １ つ の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に お い て 、 挿 入 手 段 は
、 注 射 針 と 、 そ の 内 部 に 少 な く と も 送 り 出 し 手 段 が 受 容 さ れ 、 ま た 、 製 剤 容 器 及 び 第 二 の
圧 力 要 素 が 受 容 さ れ る 少 な く と も １ つ の 駆 動 ス リ ー ブ と を 備 え て い る 。 駆 動 ス リ ー ブ は 、
取 り 付 け ら れ 且 つ 、 協 働 す る 多 数 の ス リ ー ブ か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 挿 入 手 段 の 最 初
の 位 置 に お い て 、 注 射 針 及 び 駆 動 ス リ ー ブ は 、 投 与 装 置 の ケ ー シ ン グ 内 に 配 置 さ れ て い る
。 注 射 針 は 、 製 剤 が 投 与 さ れ る と き 、 組 織 の 表 面 に 対 向 し た 位 置 に あ る 駆 動 ス リ ー ブ の 前
端 と 、 組 織 の 表 面 か ら 離 れ た 他 端 で あ る 後 端 と の 間 に 配 置 さ れ 、 ら 旋 ば ね の 形 態 を し た 第
一 の 圧 力 要 素 は 、 駆 動 ス リ ー ブ に 作 用 し 且 つ 、 ケ ー シ ン グ 部 分 に 対 し て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 送 り 出 し 手 段 は 、 例 え ば 、 製 剤 容 器 内 の ピ ス ト ン に 作 用 す る ピ ス ト ン ロ ッ ド の 形 態 を し
た 駆 動 部 材 を 備 え て い る 。 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 部 材 は 、 投 与 装 置 の 長 手 方 向 に 向 け て 挿 入
手 段 の 駆 動 ス リ ー ブ に 対 し て 動 か す こ と が で き る 。 ら 旋 ば ね の 形 態 を し た 第 二 の 圧 力 要 素
は 、 駆 動 ス リ ー ブ 及 び 駆 動 ス リ ー ブ の 後 端 に 作 用 す る 。 製 剤 容 器 は 、 駆 動 ス リ ー ブ 内 の 前
端 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 第 二 の 圧 力 要 素 は 、 送 り 出 し 手 段 と 共 に 駆 動 ス リ ー
ブ 内 に 取 り 付 け ら れ 且 つ 、 該 送 り 出 し 手 段 と 共 に 動 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 送 り 出 し 手 段 は 、 掛 け 止 め 装 置 に よ り 挿 入 手 段 に 固 定 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め 、 例 え ば
、 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 部 材 と 挿 入 手 段 の 駆 動 ス リ ー ブ と の 間 に 係 止 部 分 が 配 置 さ れ て お り
、 該 係 止 部 分 は 、 挿 入 手 段 の 挿 入 位 置 に お い て 、 解 放 装 置 と 協 働 し て 送 り 出 し 手 段 を 解 放
す る 。 係 止 部 分 を 解 放 す る 解 放 装 置 は 、 挿 入 手 段 の 挿 入 ス ト ッ パ に 配 置 さ れ て い る 。 こ の
た め 、 掛 け 止 め 手 段 は 、 挿 入 手 段 の 挿 入 過 程 が 完 了 す る 迄 、 解 放 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 投 与 装 置 の 最 初 の 位 置 に お い て 、 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 部 材 は 、 投 与 装 置 の ケ ー シ ン グ に
対 し て 支 持 さ れ た ト リ ガ ー に よ り 保 持 さ れ る 。 第 一 及 び 第 二 の 圧 力 要 素 が 偏 倚 位 置 に 保 持
さ れ て い る 。 起 動 後 、 す な わ ち 駆 動 部 材 が ト リ ガ ー か ら 解 放 さ れ た な ら ば 、 挿 入 手 段 の 第
一 の 圧 力 要 素 は 、 駆 動 ス リ ー ブ に 力 を 加 え る こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 駆 動 ス リ ー ブ を
該 駆 動 ス リ ー ブ が 挿 入 ス ト ッ パ と 当 接 す る 迄 、 投 与 装 置 の ケ ー シ ン グ に 対 し て 挿 入 方 向 に
変 位 さ せ る こ と に な る 。 こ の こ と は 、 注 射 針 を ケ ー シ ン グ の 前 端 か ら 変 位 さ せ 、 ま た 、 投
与 装 置 が 組 織 に 配 置 さ れ た な ら ば 、 針 を 組 織 内 に 挿 入 す る こ と に な る 。 そ の 後 、 投 与 装 置
は 挿 入 位 置 と な る 。 駆 動 部 材 は 駆 動 ス リ ー ブ に 対 し て 固 定 さ れ て い る た め 、 第 二 の 圧 力 要
素 は 休 止 状 態 に 止 ま る 。 挿 入 位 置 に お い て 、 駆 動 ス リ ー ブ と 挿 入 ス ト ッ パ に お け る 駆 動 部
材 と の 間 の 掛 け 止 め 装 置 が 解 放 さ れ 、 駆 動 部 材 は 、 駆 動 ス リ ー ブ に 対 し て 挿 入 方 向 に 動 き
、 ま た 、 製 剤 容 器 内 の ピ ス ト ン を 駆 動 し 、 注 射 可 能 な 製 剤 が 注 射 針 を 通 っ て 容 器 か ら 投 与
さ れ る 。 こ の 場 合 、 製 剤 を 全 体 と し て 製 剤 容 器 か ら 送 り 出 し 又 は 所 定 の 製 剤 投 薬 分 の み を
分 与 す る こ と が 可 能 で あ る 。 製 剤 が 送 り 出 さ れ た 後 、 投 与 装 置 は 送 り 出 し 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 一 及 び 第 二 の 圧 力 要 素 の 強 度 は 、 そ れ ぞ れ の 用 途 に 適 応 さ せ る こ と が で き 、 例 え ば 、
挿 入 手 段 に 対 す る 第 一 の ば ね は 、 製 剤 を 送 り 出 す 第 二 の ば ね よ り も 著 し く 強 力 で あ る よ う
に 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に て 記 載 さ れ た 投 与 装 置 は 、 再 使 用 可 能 で あ る 、 す な わ ち 緊 張 さ せ た 第 一 及 び 第
二 の 圧 力 要 素 に よ り 最 初 の 状 態 に 戻 す こ と が で き 、 製 剤 容 器 が 空 に な っ た な ら ば 、 新 た な
充 填 し た 製 剤 容 器 を 挿 入 す る こ と が 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 図 面 を 使 用 し て 一 例 と し て の 実 施 の 形 態 に 関 し て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に は 、 ス リ ー ブ 部 分 ２ ´ 、 ２ ´ ´ 、 ２ ´ ´ ´ か ら 成 る 駆 動 ス リ ー ブ ２ が 受 容 さ れ る
ケ ー シ ン グ １ を 備 え る 、 本 発 明 に て 記 載 さ れ た 投 与 装 置 が 示 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ 部 分 ２
´ ´ ´ に は 、 ア ン プ ル の 形 態 を し た 製 剤 容 器 ３ が 挿 入 さ れ 、 該 製 剤 容 器 は 、 注 射 針 ４ が ス
リ ー ブ 部 分 か ら 突 き 出 す よ う な 要 領 に て 注 射 針 ４ に 接 続 さ れ て い る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 形
態 を し た 駆 動 部 材 ５ が ス リ ー ブ 部 分 ２ ´ 、 ２ ´ ´ 内 に 配 置 さ れ 且 つ 、 ア ン プ ル ３ 内 の ピ ス
ト ン ６ に 接 続 さ れ て い る 。 注 射 針 ４ を 取 り 囲 む ケ ー シ ン グ １ の 前 端 に 配 置 さ れ た 針 保 護 ス
リ ー ブ ７ は 、 製 剤 が 投 与 さ れ た 後 、 針 を 保 護 す る 作 用 を 果 た し 、 ま た 、 該 針 保 護 ス リ ー ブ
が ケ ー シ ン グ に 沿 っ て 変 位 し 得 る よ う 取 り 付 け ら れ て い る 。 ケ ー シ ン グ １ の 他 端 で あ る 後
端 に 設 け ら れ て 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ 及 び ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ を 起 動 す る ト リ ガ ー ８ は 、 投 与 装
置 の ケ ー シ ン グ か ら 横 方 向 に 突 き 出 し 且 つ 、 安 全 キ ャ ッ プ ９ に よ り 固 定 す る こ と が で き る
。 ト リ ガ ー ８ 及 び 安 全 キ ャ ッ プ ９ の 機 能 に つ い て は 、 本 明 細 書 に て 参 考 と し て 引 用 す る 、
「 ト リ ガ ー 安 全 装 置 を 備 え る 注 射 可 能 な 製 剤 の 投 与 装 置 （ Ａ ｄ ｍ ｉ ｎ ｉ ｓ ｔ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ 　
ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ 　 ｆ ｏ ｒ 　 ａ ｎ 　 ｉ ｎ ｊ ｅ ｃ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ 　 ｃ ｏ ｍ ｐ ｒ ｉ ｓ
ｉ ｎ ｇ 　 ａ 　 ｔ ｒ ｉ ｇ ｇ ｅ ｒ 　 ｓ ａ ｆ ｅ ｔ ｙ 　 ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） 」 と い う 名 称 の 当 該 出 願 人
に よ る 並 行 特 許 出 願 の 明 細 書 に 詳 細 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 駆 動 ス リ ー ブ ２ の ス リ ー ブ 部 分 ２ ´ は 、 突 出 部 １ ０ を 備 え て い る 。 第 一 の 圧 力 要 素 と し
て 第 一 の ば ね １ １ が 突 出 部 １ ０ と ケ ー シ ン グ に 固 定 さ れ た 壁 １ ２ と の 間 に 取 り 付 け ら れ て
い る 。 駆 動 ス リ ー ブ ２ 及 び 第 一 の ば ね １ １ は 、 注 射 針 ４ と 共 に 挿 入 手 段 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス リ ー ブ 部 分 ２ ´ 内 の そ の 後 方 領 域 に お い て 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ は 、 投 与 装 置 の 軸 線 に
対 し て 環 状 に 伸 び る 凹 部 １ ３ を 備 え て お り 、 該 凹 部 は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 後 方 を 向 い た 側
か ら 開 放 し て お り 且 つ 、 投 与 装 置 の 長 手 方 向 に 向 け て ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ の 内 部 に 伸 び て 、
ま た 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ の 正 面 領 域 に て 終 わ っ て い る 。 第 二 の ば ね １ ４ が 凹 部 １ ３ 内 に 挿
入 さ れ 且 つ 、 一 端 を 介 し て 凹 部 １ ３ の 基 部 に 取 り 付 け ら れ 、 ま た 、 他 端 を 介 し て 駆 動 ス リ

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-504867 A 2007.3.8



ー ブ ２ の 閉 塞 壁 １ ５ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 二 の ば ね １ ４ に 取 り 囲 ま れ た ピ ス ト ン ロ ッ
ド ５ の 内 側 部 分 は 、 伸 長 体 １ ６ と し て 、 第 二 の ば ね １ ４ の 外 側 に 位 置 す る ピ ス ト ン ロ ッ ド
５ の 外 側 部 分 を 超 え て 突 き 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 最 初 の 状 態 に お い て 、 伸 長 体 １ ６ は 、 駆 動 ス リ ー ブ の 閉 塞 壁 １ ５ の 開 口 部 を 通 っ て 、 ま
た 、 ケ ー シ ン グ に 固 定 さ れ た 壁 １ ２ の 開 口 部 を 通 っ て 突 き 出 し 、 ト リ ガ ー ８ に よ り 固 定 さ
れ 、 第 一 の ば ね １ １ 及 び 第 二 の ば ね １ ４ は 偏 倚 さ れ て い る 。 １ つ 又 は よ り 多 数 の 係 止 部 分
１ ７ が 駆 動 ス リ ー ブ ２ の ス リ ー ブ 部 分 ２ ´ と ス リ ー ブ 部 分 ２ ´ ´ と の 間 に 取 り 付 け ら れ て
い る 。 係 止 部 分 １ ７ は 、 周 方 向 に 向 け て ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ に 配 置 さ れ た 溝 １ ８ と 係 合 し 且
つ 、 ケ ー シ ン グ の 内 壁 に よ り こ の 係 合 状 態 に 保 持 さ れ る 。 係 止 部 分 １ ７ は 、 溝 １ ８ と 共 に
掛 け 止 め 装 置 を 形 成 し 、 該 掛 け 止 め 装 置 は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ を 駆 動 ス リ ー ブ ２ に 対 し て
固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 係 止 部 分 １ ７ は 、 例 え ば 、 偏 倚 リ ン グ に よ り 提 供 す る こ と が で き る 。 し か し 、 好 ま し く
は 、 こ れ ら 係 止 部 分 は 、 多 数 の 球 状 体 又 は 円 弧 形 状 部 分 に よ り 形 成 さ れ る も の と す る 。 球
状 体 の 場 合 、 こ の こ と は ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ と ケ ー シ ン グ １ と の 間 の 箇 所 が 加 圧 さ れ る よ う
に し 、 円 弧 形 状 部 分 の 場 合 、 そ の 領 域 が 加 圧 さ れ る よ う に す る 。 小 さ い ス カ ー ト 部 が 係 止
部 分 １ ７ に 隣 接 し て ス リ ー ブ 部 分 ２ ´ 、 ２ ´ ´ に 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら ス カ ー ト 部 は 、
係 止 部 分 を 所 要 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に は 、 挿 入 位 置 に あ る 投 与 装 置 が 示 さ れ て い る 。 こ の 目 的 の た め 、 ト リ ガ ー ８ は 作
動 さ れ 、 こ れ に よ り ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ の 伸 長 体 １ ６ は 解 放 さ れ て い る 。 第 一 の ば ね １ １ 力
の 作 用 は 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ を ケ ー シ ン グ １ に 対 し て 挿 入 方 向 に 動 か し 且 つ 、 注 射 針 ４ を 組
織 １ ９ 内 に 挿 入 す る こ と に な る 。 こ の 目 的 の た め 、 投 与 装 置 は 組 織 １ ９ 上 に 配 置 さ れ 、 針
保 護 ス リ ー ブ ７ は ケ ー シ ン グ １ 内 に 後 退 し て い る 。 駆 動 ス リ ー ブ ２ は 、 該 駆 動 ス リ ー ブ が
ヒ ー ル 部 ２ ０ を 介 し て ケ ー シ ン グ １ の 挿 入 ス ト ッ パ ２ １ と 当 接 す る 迄 、 ケ ー シ ン グ １ に 対
し て 変 位 さ れ る 。 挿 入 ス ト ッ パ ２ １ を 打 撃 す る ヒ ー ル 部 ２ ０ は 、 駆 動 ス リ ー ブ の 挿 入 動 作
を 停 止 さ せ 、 注 射 針 ４ は 、 挿 入 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 挿 入 位 置 に お い て 、 係 止 部 分
１ ７ は 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ２ に 対 向 し て 休 止 す る 状 態 と な り 、 ケ ー シ ン グ １ の 内 壁 に て 周 方 向
に 取 り 囲 む 。 キ ャ ビ テ ィ ２ ２ は 、 送 り 出 し 手 段 を 解 放 す る 解 放 装 置 を 形 成 す る 。 例 え ば 、
円 弧 状 部 分 又 は 球 状 体 の よ う な 係 止 部 分 １ ７ は 、 キ ャ ビ テ ィ ２ ２ 内 に 落 下 し 、 こ れ に よ り
ビ ス ト ン ロ ッ ド ５ の 溝 １ ８ と の そ の 係 合 状 態 を 解 放 す る 。 こ の よ う に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５
は 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ に 対 し て 固 定 さ れ な く な り 、 第 二 の ば ね １ ４ の 力 は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド
５ を 駆 動 ス リ ー ブ ２ に 対 し て 挿 入 方 向 に 駆 動 す る 。 こ の こ と は 、 ア ン プ ル ３ 内 の ピ ス ト ン
６ を 変 位 さ せ 且 つ 、 製 剤 を ア ン プ ル の 出 口 を 通 じ 、 ま た 、 注 射 針 を 通 じ て 投 与 す る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に は 、 送 り 出 し 位 置 に あ る 投 与 装 置 が 示 さ れ て い る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ は 、 ピ ス ト
ン ６ が ア ン プ ル ３ 内 に て 前 方 の 位 置 に あ る 前 進 位 置 に あ る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ が 移 動 す る
距 離 が 所 望 の 製 剤 の 投 与 分 に 従 っ て 制 限 さ れ る よ う な 要 領 に て 投 与 装 置 の 長 手 方 向 に 向 け
て ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ に 対 す る ス ト ッ パ を 設 定 す る こ と が で き る 、 投 薬 手 段 を 投 与 装 置 内 に
設 け る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 投 与 装 置 は 再 使 用 可 能 で あ る 。 こ の 目 的 の た め 、 駆 動 ス リ ー ブ ２ 及 び ピ ス ト ン ロ ッ ド ５
は 、 そ れ ら の 後 方 位 置 に 戻 す こ と が で き 、 こ の 場 合 、 第 一 の ば ね １ １ 及 び 第 二 の ば ね １ ４
が 偏 倚 さ れ 且 つ 、 ト リ ガ ー ８ に よ り こ の 最 初 に 位 置 に 固 定 さ れ る 。 こ の こ と は 、 例 え ば 、
新 た な ア ン プ ル を 投 与 装 置 内 に 挿 入 す る と 共 に 行 う こ と が で き る 。 係 止 部 分 １ ７ 及 び ス リ
ー ブ 部 分 ２ ´ 、 ２ ´ ´ に お け る ス カ ー ト 部 は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ が 後 方 に 動 い た と き 、 係
止 部 分 １ ７ が 溝 １ ８ と 再 係 合 し 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ５ が 駆 動 ス リ ー ブ ２ に 対 し て 掛 け 止 め さ
れ る よ う 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 原 理 か ら 逸 脱 せ ず に 、 本 発 明 の 投 与 装 置 を 具 体 化 す る そ の 他 の 形 態 が 可 能 で あ
る 。 例 え ば 、 第 一 及 び 第 二 の ば ね を ケ ー シ ン グ 、 駆 動 ス リ ー ブ 及 び ピ ス ト ン ロ ッ ド に お け
る そ れ ら の 取 り 付 け 箇 所 に て 固 定 し 、 例 え ば 、 ケ ー シ ン グ を 駆 動 ス リ ー ブ 及 び ピ ス ト ン ロ
ッ ド に 対 し て 動 か す こ と に よ り 、 ば ね を 膨 張 さ せ る こ と で ば ね に 偏 倚 力 を 発 生 さ せ る こ と
も 考 え ら れ る 。 更 に 、 駆 動 ス リ ー ブ 及 び ピ ス ト ン ロ ッ ド の 置 換 し た 変 形 例 に お い て 、 挿 入
手 段 及 び ス リ ー ブ を 駆 動 す る ロ ッ ド を 設 け る か 又 は 送 り 出 し 手 段 の 駆 動 部 材 と し て シ リ ン
ダ を 提 供 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 最 初 の 位 置 に あ る 本 発 明 に 従 っ た 投 与 装 置 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 挿 入 位 置 に あ る 本 発 明 に 従 っ た 投 与 装 置 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 送 り 出 し 位 置 に あ る 本 発 明 に 従 っ た 投 与 装 置 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 参 照 符 号 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 　 ケ ー シ ン グ
２ 　 　 駆 動 ス リ ー ブ
２ ´ 、 ２ ´ ´ 、 ２ ´ ´ ´ 　 　 ス リ ー ブ 部 分
３ 　 　 ア ン プ ル
４ 　 　 注 射 針
５ 　 　 ピ ス ト ン ロ ッ ド
６ 　 　 ピ ス ト ン
７ 　 　 針 保 護 ス リ ー ブ
８ 　 　 ト リ ガ ー
９ 　 　 安 全 キ ャ ッ プ
１ ０ 　 　 突 出 部
１ １ 　 　 第 一 の ば ね
１ ２ 　 　 壁
１ ３ 　 　 凹 所
１ ４ 　 　 第 二 の ば ね
１ ５ 　 　 閉 塞 壁
１ ６ 　 　 伸 長 体
１ ７ 　 　 係 止 部 分
１ ８ 　 　 溝
１ ９ 　 　 組 織
２ ０ 　 　 ヒ ー ル
２ １ 　 　 挿 入 ス ト ッ パ
２ ２ 　 　 キ ャ ビ テ ィ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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